
（別紙３）

～ 2025年　2月　8日

（対象者数） 26名 （回答者数） 24名

～ 2025年　2月　8日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

•こどもの適応行動をより詳細に把握するため、標準化

されたアセスメントツールの活用を強化する。

•職員間での情報共有をさらに深め、一人ひとりに応じ

た対応の均一化を図る。

•こどもの興味関心に応じた選択肢を増やし、自発的な

活動参加を促す取り組みを進める。

2

•支援終了後の振り返りの場をより充実させ、支援の質

向上に向けたフィードバックを強化する。

•職員の対応のばらつきをなくすため、ケーススタディ

を活用した職員間の学習機会を増やす。

3

•保護者会や交流イベントを企画し、保護者同士のつな

がりを深める場を作る。

•こどもの成長や支援の進捗を保護者に定期的にフィー

ドバックし、より良い支援のための協力体制を強化す

る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・希望者にはじっくりと相談できる時間を確保する。

2

3

•一人ひとりのアセスメントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等

デイサービス計画を作成している。

•放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画

に沿った支援が行われている。

•こどもの自己決定を尊重し、チャレンジタイムの参加

やおやつの選択など、意思決定の機会を提供している。

•個別活動と集団活動を適宜組み合わせ、こどもの状況

に応じた支援を提供している。

•活動プログラムが固定化しないよう工夫し、こどもの

興味や成長に合わせたプログラムを実施している。

•学校や関係機関と情報共有を行い、こどもの支援内容

を連携しながら進めている。

○事業所名 放課後等デイサービス　ワンセルフはるな

○保護者評価実施期間 2025年　1月　14日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

•職員の意見をまとめる機会を設け、はるな会議で意見

を共有し、改善に向けた協議を行っている。

•研修を受講する機会が確保され、職員の資質向上に努

めている。

•日々の支援に関して記録を徹底し、支援の検証・改善

につなげている。

•支援開始前に職員間で打ち合わせを行い、支援内容や

役割分担を確認している。

•支援終了後には、利用者の様子や変化を共有し、ス

タッフ全員が把握できる体制を整えている。

•こどもの発達の状況や課題について、日頃から保護者

と情報を共有し、共通理解を持っている。

•相談体制が整備されており、こどもや保護者からの相

談や申入れに迅速かつ適切に対応している。

•LINEや送迎時のコミュニケーションを活用し、保護者

が気軽に相談できる環境を整えている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

•保護者会の開催が十分ではなく、親同士のつながりを

求める声が一部ある。

•送迎時の相談では時間が限られ、十分な支援ができな

いことがある。

事業所における自己評価総括表公表


